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現代 作家の 手になる 「新作 時代劇」 に対して さへ、 仏 

蘭 西の 民衆が、 例へば、 ロス タン 等の 諸 作に 対して 抱 

く ほどの 痛切な 興味 を 抱いて はゐ ないやう に 思 はれる。 

私 は 敢て云 ふ。 わが 旧劇の 観客 は、 大部分、 仏蘭西 

に 於け る 「ミ ュジ ック. ホ オル」 の 観客で ある。 そし 

て、 仏蘭西に 於け る 真の 演劇の 愛好家 —— これに 相当 

する 日本の 公衆 は、 已むを 得ず、 活動写真 館に 走る の 

である。 

映画 は 映画と して、 その 観客 を もって ゐ るに 違 ひな 

い。 しかし、 現在に 於て は、 少く とも、 「芝居 は 面白く 

ないから」 とい ふ 見物に よって、 一層、 盛況 を呈 して 



ゐる 観が ある。 

これらの 現象 は、 どこから 生れた か。 私 は、 度々 繰 

り 返した こと だが、 「新しい 演劇の 魅力」 が、 まだ 一 般 

に 理解され てゐ ない ことが、 第一 の 原因で あると 思 ふ。 

民衆 は 勿論、 歌舞伎 劇 乃至 歌舞伎 的 人情劇 (新派 劇) 

によって のみ、 演劇 鑑賞の 態度 を教 へられて ゐる。 外 

国 劇 は、 その 紹介者の 努力に も拘 はらず、 一般 民衆の 

文学的 無 教養に よって、 その 難解な 翻訳 を 通して まで、 

特種な 表現 を 味 はせ る 程度に 至 つて ゐな い。 

外国 劇の 影響から 生れた 現代 日本の 劇作家 は、 多く、 

「文学者」 の 域 を 脱せず、 自分 等の 作品が 「如何に 演ぜ 



ことで ある。 

芝居の 見物 ほど 気紛れな もの はない。 然るに、 従来 

の 新 劇団 は、 私の 見る 処 では 「辛 ふじて 観て ゐられ る」 

やうな 芝居ば かり を、 あまり 長く 観せ てお きすぎ た。 

これが、 好意 ある 見物 を 次第に 失って 行った 最大の 原 

因で ある。 

なぜ さう いふ 結果に なった か、 いふまで もな く、 当 

事 者 は、 ただ、 限リ ある 「出し物」 と 「演出 法」 との 

工夫に 没頭して、 無限の 変化と 向上と を 期し 得る 俳優 

の 技倆に ついて、 不思議な くら ゐ 楽観的で あり、 少く 

とも、 (どうかしょう) とい ふ 意志の 実行 を 怠って ゐた 



一 層 充実した 劇団 を 作る 計画 を 発表した が、 私 も 先輩 

友人 諸君の 勧誘 も だし 難く、 一 部分の 仕事 を 担任す る 

こと を 承諾した。 それにつ いて、 私の 第一に 持ち出し 

た 意見 は、 現在の 俳優 を 以て、 如何なる 組織の 劇団 を 

作らう と、 それで、 「今までの ものよ リ 優れた もの」 を 

見せる こと は 恐らく 不可能で ある。 劇場との 契約 その 

他の 事情で、 今す ぐに 公演す る こと を 余儀なく される 

にしても、 その 事業 は、 総て、 近き 将来に 於け る 俳優 

養成 機関の 樹立に 役立たなくて はならない。 この 問題 

を 除外して、 今 われわれが 「舞台の 仕事」 に たづ さは 

る こと は、 殆ど 無意味で ある とい ふこと であった _ 
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